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５つの視点それ
ぞれについて０
～３のいずれか
にチェックを入
れてください。
＊１以上＝東京
都福祉のまち
づくり条例整
備基準適合

大規模複合施設 レストラン

《総合評価》

《工夫されている点》

《努力が求められる点》
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《工夫されている点》
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出入口
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○チャイムやインターホン等は�、�その所在が分りやすく�、�かつ�、�操作しやすいものとする�。�

○�建築物の出入口付近に設ける案内板等は�、�文字の大きさや配色�、�背景の色との対比等を配慮し�、�見やすく分�
かりやすいデザインとする�。�

○自動引き戸には�、�安全センサーを設置する�。�

○自動引き戸には�、�非常時の対応のため�、�手動式の戸を併設する�。�

○出入口のガラス戸には�、�衝突防止策を行う�。�

総合評価�

○�個別ニーズに対応できるよう�、�人を配置した受付を設ける�。�人の配置ができない場合は�、建築物の出入り口�
付近は�、�出入口の場所を示す音声装置や点字表示などを併せた案内板等を設ける�。�

○視覚障害者誘導用ブロックを敷設し�、�視覚障害者が�、�人を配置した受付や案内板に到達できるようにする�。�

○案内板は�、�子どもや車いす使用者も見やすいような�、�位置や高さに設置することが望ましい�。�
公�
　�
平�

チ�ェ�ッ�ク�欄�

0・�1・�2・�3

○出入口の扉は�、�開閉しやすい構造である自動引き戸が望ましい�。�

○建築物の主要な出入口は�、�訪れた人が分かりやすい位置に設ける�。�

○手動引き戸などの取手は�、�だれもが使いやすい縦棒状等が望ましい�。�

簡�
　�
単�

0・�1・�2・�3

○車いす使用者や歩行者のすれ違いに支障のない幅を確保する�。�

○特に建築物の主要な出入口は�、�余裕を持った幅とする�。�

○手動引き戸は�、�取手の形状・配置に配慮し�、�操作しやすいものとする�。�

機�
　�
能�

0・�1・�2・�3
快�
　�
適�

0・�1・�2・�3
安�
　�
全�

0・�1・�2・�3

チェックその２：ユニバーサルデザイン度チェック�

（１）�有効幅�（�１ｍ�以上＊�）�
（２）�自動又は車いす使用者が円滑に開閉して通過できる構造の戸�
（３）�通行の支障となる段差の有無�
（４）�床表面の滑りにくい仕上げ�
（５）�設備　ア　受付等の設置�

イ　視覚障害者用誘導用ブロックの敷設又はこれに代わる装置の設置�
設けた設備等�（�

（１）�有効幅�（�85ｃｍ�以上＊�）�
（２）�自動又は車いす使用者が円滑に開閉して通過できる構造の戸�
（３）�通行の支障となる段差の有無�
（４）�床表面の滑りにくい仕上げ�
（１）�有効幅�（�85ｃｍ�以上＊�）�
（２）�自動又は車いす使用者が円滑に開閉して通過できる構造の戸�
（３）�通行の支障となる段差の有無�
（４）�床表面の滑りにくい仕上げ�
（１）�有効幅�（�85ｃｍ�以上＊�）�
（２）�自動又は車いす使用者が円滑に開閉して通過できる構造の戸�
（３）�通行の支障となる段差の有無�
（４）�床表面の滑りにくい仕上げ�
（１）�有効幅�（�85ｃｍ�以上＊�）�
（２）�自動又は車いす使用者が円滑に開閉して通過できる構造の戸�
（３）�通行の支障となる段差の有無�
（４）�床表面の滑りにくい仕上げ�

各室の出入口�

各住戸の出入口�

屋外への出入口�

駐車場への出入口�

ｍ�

有　  〈無〉�
〈有〉  　無�
有　  〈無〉�
有　  〈無〉�
有　  〈無〉�

）�
ｃｍ�

有　  〈無〉�
〈有〉  　無�
有　  〈無〉�

ｃｍ�
有　  〈無〉�
〈有〉　  無�
有　  〈無〉�

ｃｍ�
有　  〈無〉�
〈有〉　  無�
有　  〈無〉�

ｃｍ�
有　  〈無〉�

〈有〉　  無�
有　  〈無〉�

整　備　項　目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　整　備　内　容　　　　　　　　　　　　　　　  措　置　　� 代替措置�

出入口�
（�主要な出入口�）�

出入口�
（�その他の出入口�）�

チェックその１：東京都福祉のまちづくり条例整備基準適合チェック�

＊のあるものは�、�緩和基準を設けています�。�詳細については�、�「�東京都福祉のまちづくり条例施設整備マニュアル�」�（�P30、�P34）�を参照してください�。�

留　意　点�

手
　
順

総合評価にはチェック欄の結果から考慮して適当な評価基準に�
○をつけてください�。�
チェックその１�の項目が満たされていれば１�以上になります�。�

各
視
点
の
空
欄
に
は
調
査
建
築
物
独
自
の
特
徴
等
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。�




